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       ２００５年「国際薬膳師（士）」合格証書授与式 
中日薬膳学術シンポジウム並びに「国際薬膳貢献奨」表彰式が

北京で開催されました 

６月２５日、１９００年創業で世界６０ヶ国のＶＩＰが宿泊した北京を代表する北京飯店
が４３名の日本からのお客さんを迎えました。 
翌日、世界文化遺産の頤和園の聴鸝館にて２００５年「国際薬膳師（士）」合格証書授与式・

シンポジウム・「国際薬膳貢献奨」表彰式が行われました。 
研究会、沙鳳桐副会長のご挨拶にはじまり、周文泉会長と本草薬膳学院辰巳洋学院長が中日の薬膳事情を
ました。周文泉会長から今年度資格認定試験合格者に証書を授与し、本草薬膳学院の卒業生大村和子さん
表し感謝の言葉を述べました。 
中医薬管理局副局長の田景福主任医師が第一回目の「国際薬膳貢献奨」を授与される方のお名前を発表し、
渡しました。 
会学術部の魏子孝教授が学術シンポジウムを主持し、日中両国の専門家・学者が論文を発表しました。
中医薬管理局李大寧副局長、民政部社団管理部門の責任者が「日中両国の薬膳の学識者、勉強家が学術交
を通じて健康長寿を求め、中医薬学に貢献しました。政府行政部門にとって、薬膳は中医薬の一部分とし
す。中国薬膳研究会は民政部で認めている唯一の薬膳の学術団体で、設立後は国務院、国家中医薬管理局、
の仕事を任されています。今後、さらに国際的に活躍して欲しい」とのお話しをいただきました。 

URL：http://www.gkt.co.jp/890  E-Mail:haiyang@gkt.co.jp 

2004年中国薬膳コンテストに参加した折に、田景福先生は日本本草薬膳
学院の皆さんにはじめてお会いになりました。このたび、多くの国際薬膳
師（士）資格認定試験に合格し、日本の皆さんが薬膳に対し、熱心に努力
する姿に感心し、日中の学術交流、文化友好の往来をさらに発展させるた
めに、本校の劉海洋学院長の招聘に応じて、本草薬膳学院の最高顧問に就
任されました。これから本校のさらなる発展を図りたいと思います。 
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中医薬膳師） 大村秩左都（中医薬膳師） 原田文恵 （中医薬膳師） 山下晃穀 （中医薬膳師）  
中医薬膳師） 加藤千草 （中医薬膳師） 鈴木美映 （中医薬膳師・調理師）  
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名） 栗田紹 （管理栄養士） 

 

田景福主任医師略歴 
元中国衛生部中医司司長、国家中医薬管理局が設立後、副局長に任命
期間に渡り、中国の中医薬管理、国家の中医薬科学技術研究、医療、
管理条例の制定、発展に多大な足跡を残す。 
現在、国家中医薬管理局咨詢委員会委員、中国薬膳研究会の名誉会

学会顧問、北京康強中医薬研究所所長など職を務める。 
される。以来長
教育などの政策、

長、中国中医薬


